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今年度よりスタートしたコミュニティースクール（以下ＣＳという）、「地域に開かれた学校」を目指し、地

域の方々の力を借り地域の子供たちを地域の手で育成していく取組です。初年度の今年は、「新しい取組を展

開するのではなく、これまで行ってきた地域との活動を西中のＣＳとしてできることから始めていこう」こ

のスタンスで４月をスタートしました。相変わらず、コロナ禍で保護者や地域の方々を学校に招いて行える

行事には制限をかけなくてはならない状況でありました。まず始めに行ったのが、５月に行われた避難訓練

の後に行っている通学路点検を地区の保護者の方々や教職員に加え、スクールバスの運転手にもお願いしま

した。毎日通っている経路で、運転者目線での危険状況をあげていただきました。課題のある箇所について

は、再度教職員で確認し、市の担当に改善をお願いしました。本校は、国道沿いの狭い歩道を使って登下校し

ている生徒が多く、生徒への指導も継続して行っています。時には、地域の方に指導を受ける場面もありま

す。学校だけではなく、地域の方々の目も行き届く体制が構築できるとありがたいです。更に、今年度は上野

原西小学校の体育館を会場として、災害における避難所開設の訓練がありました。市の関係者や地域の方々、

学校関係者が参加しました。本校では教頭が参加したのですが、教頭によるとこのような訓練にも中学生と

して参加できたなら、地域における災害時の中学生の役割を認識し、地域のために行動できる中学生として

成長できるとのことでした。災害は、いつ起こるか分かりません。災害時には、中学生の力も必要となりま

す。幼児や小学生の面倒を見たり、お年寄りの手助けをしたりと活躍が期待されます。防災意識を高め、地域

と協力して行動できる生徒の育成は、ＣＳの目指すべきところです。来年度以降もＣＳの可能性を積極的に

探り取り組んでいきたいと考えています。

※ 第３回 学校運営協議会（R5.2.21 開催） 委員の方々による授業参観の様子です。１年生は道徳の授

業でした。２年生は３年生を送る会に向けた学年合唱のパート練習、３年生は、美術の授業と家庭科の調

理実習でした。その後、協議会では、学校評価の検討と来年度の学校経営案の仮承認がされました。
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来月９日（木）には「第１４回卒業証書授与式」が行われます。３年生は、中学校生活の３年間をコロナ禍

で過ごしました。入学時は休校で始まり、多くの学校行事、生徒会行事が中止となってしまいました。世間の

様子が重苦しい閉塞感で、心にゆとりを持って生活することがなかなかできない状況でした。仕事を失う大

人達が増え、家に閉じこもることが当たり前となり、仲間と過ごす楽しさ、安心感そのようなものを忘れてし

まいそうになってしまいました。そもそも学校とは、仲間と一緒に過ごし、楽しみながら多くの「生きる力」

を身につけるところです。その点では３年生には本当にさみしい思いをさせてしまったと思っています。し

かし、３年生は、そんな状況でも、明るく前向きに学校生活を送っていました。自分たちで工夫しながら生徒

会行事や日々の生活を充実させようとしていました。本当に素晴らしいことだと思います。そんなことでき

る３年生には、これからもきっと明るい未来がやってくるに違いありません。西中の先生達は心から応援し

ています。３年生がこの３年間で西中生として学んだこと、たくさんあると思いますが、私は、どんな逆境に

あっても、その状況を嘆くことなく前向きに考え、仲間と力を合わせ乗り越えていく力を身につけたと確信

しています。むしろ、先生達は皆さんから学ばせてもらいました。３年生のおかげで上野原西中の良き伝統は

２年生に確実に引き継がれました。来年度も大丈夫です。安心して、この坂を下って、自らの夢に向かって我

武者羅に突き進んでください。３年生保護者の皆様方の心温まるご支援と、ご協力に心から感謝致します。本

当にありがとうございました。
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２月２４日（金）、３学年の学年部会を開催しました。

会の内容は、学年職員が今年度の学年運営を総括し卒業を

ひかえた３年生の状況を語り保護者の皆さんのこれまで

のご協力に感謝を伝えるためのものでした。学年主任や２

人の担任の先生の思いを保護者の皆さんにしっかり伝え、

これまで関わった生徒達への感謝の気持ちを述べる場面

もありました。この会に向け３年職員は毎日遅くまで準備

を進めていました。ご参加、ありがとうございました。


